
特 集/グ ローバル時代の ビジネス リスク

若年層の意識の変化 とキャリア形成

桐 村 晋 次

1.若 年層の成育環境の変化

企業 を取 り巻 く環境が著 しく変化 しているが、個 人 と りわけ若年層 の成育環境 は、

企業環境 と同等 あ るいはそれ以上の変化 を続 けてお り、人の育 ち方、価値観 の形成

や能力開発 の方法 に大 きな影響 を与 えている。

成育環境 の変化の第一は、産業構造 の変化 とそれに伴 なう就業構造の変動 である。

第1表 「産業別有業者数及 び構成比 の推移」 を見 る と、昭和31年 には有業者 の40%

以上が農林業 であるが、現 在 は5%を 割 ってい る。サー ビス業 は有業者の4人 に1

人の割合 に達 しているが、 これ は社会が豊か にな りサー ビス を買 える レベルに到達

してい る とい うことであ ろう。農家 の後継者 として育 て られる場合 とサー ビス業 に

従事 する親 を持 つ子供 では、 ものの考 え方 に相違が 出て くるのは当然であろ う。

第二 は、家業 を持つ家庭 が減少 し、サ ラ リーマ ン比率が急激 に高 まって きたこ と

である。

昭和20年 代 は有業人口の30%程 度で あったサ ラリーマ ン(俸 給生活者)が 、昭和

30年 代 の経済成長期 に40%か ら50%に 達 し、今 日では80%を 越 えている。サ ラ リー

マ ンは引 き継 がせ る家業 を持 たないか ら仕事 や生活 を通 じての親子 関係 も稀 薄 にな

りが ちであ り、せ めて上の学校 に入れて職業選択の機会 を広 げてや りたい、 とい う

ことで進学率が上昇 して きた。

第三 は、昭和30年 か ら昭和50年 にかけて、毎春、中学卒業者 の集団就職列車が工

業地帯 に労働力 を運 び、地方 は過疎 にな り、 また地方の伝統や文化が衰 えて行 った

こ とである。北海道 と九州の出身者が 出会 って関東 で世帯 を持 てば、出身地域の色

彩 は消 えて新 しい生活 ス タイル、親 の世代 と異 なる価 値基準 を持 つ家 族が 出現 す

る。
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第1表 産 業 別 有業 者 数 及 び構 成比 の推 移(昭 和31年 ～平 成9年)

単位:千 人,%

有業者数 構成比

第1次 産業 第2次 産業 第3次 産業 第1次 産業 第2次 産業 第3次 産業

総数 うち

農林業

うち

製造業

うち

サービス

業

うち

農林業

うち

製造業

うち

サービス

業

昭和31年 39863167311609595127039135804262 42,040,423,917,734,110.7

34 41330155141488610780805615027463ユ 37,536,026,119,536,411.2

37 4285512927!23401330510277105384833 30,228,831,024,038,611.3

40 447791175211!771440911230185995433 26,225,032,225,141,512.1

43 4900610842102681643012606217276587 22,121,033,525,744,313.4

46 50630878982801799213794238447435 17,416,435,527,247,114.7

49 51341731568281841113794255$18014 14,213,335,926,949,816.6

52 53649660961371869713797283049150 12,311,434,925,752,817.1

54 54737601355531894513549297019902 11.010.134.E24.854.318.1

57 578885721526419843142553220511193 9.99,134,324,655,619.3

62 605025009458220407146993495412977 $.37,633,724,357,821.4

平成4年 657564262390721908156103912015358 6.55,933,323,759,523.4

9 670033661335321363144524142317043 5.55,031,921,961,825.4

注)総 数には 「分類不能の産業」 を含む 日本の就業構造 平成9年 総務庁統計局

第2表 年 齢3区 分別 人 ロ の推 移=中 位 推 計
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第四は、 グローバ リゼー シ ョンや技術 革新 が急速 に進み、伸 びてい く産業や仕事

と消 えてい く産業や仕事 が 目ま ぐる しく出現 するため、社会全 体が不安定 にな りス

トレスの多い時代 に入 って きている とい うことである。エ ネルギー革命 で石炭産業

が成 り立 たな くな り、第一次石油危機で電力多消費型の アル ミ精練業が わが国か ら

姿 を消 した。今 また中国や東南 ア ジア諸国の追 い上 げで 、生産拠点 の移転 に よる空

洞化が進 んでい る。何 を職業 に選べ ば よいかが不安定かつ流動 的になっている。

第五 は少子高齢化であ る。 第2表 を見 る と2050年 まで の間に、15～64才 の生産年

令 人 口は約4割 減少す る。経 済活動 を維持す るためには ロボ ッ ト等 による省力化や

外 国人労働力 の移入 な どがあ るが、兄弟姉妹 や近所 の友 人の減少や、職場 に長い間

後輩が入 って こないこ とによ り、 コ ミュニケーシ ョン能力 な ど対 人関係 の発達が妨

げ られ るおそれが出て くる。

2.若 年層の意識調査報告

第3表 ① 「人生 目標 」 と② 「学 校 生 活 で の重 要 な こ と」 は 、 日本 、韓 国 、 ア メ リ

カ、 フ ラ ンスの 中2と 高2を 対 象 に した ア ンケー ト調査 結 果 で あ る。 男女 比 は ほ ぼ

50対50。

「人生 目標 」 で は、 日本 は 「人生 を楽 しんで 生 きる こ と」 が 突 出 し、 「社 会 の た

め に貢 献 す る こ と」 や 「高 い社 会 的地 位 や名 誉 を得 る こ と」 な どの 社 会 的 関連 項 目

が 低 く、 日本 の若 年層 と社 会 との 関係 の特 徴 を表 わ して い る。

第4表 は、(財)社 会経 済生 産性 本 部 と(社)日 本 経 済青 年協 議i会が 昭和44年 以

来 継 続 して い る、新 入社 員 の仕 事 に関す る意 識 調査 で あ る。 この調 査 で も 「楽 しい

生 活 を した い」 が トップ で あ り、 「社 会 の た め に役 に立 ちた い」 や 「社 会 的 に え ら

くな りたい」 は低 率 で 、 第3表 と同 じ傾 向 を示 して い る。

第5表 は、11力 国 の青 少 年18～24才 まで を対 象 と した調 査 で 、学 校 を 出た後 の卒

業 者 に対 す る ア ンケ ー トで あ る。 他 の10ヶ 国 に比 して 「友 達 との友 情 をは ぐ くむ」

が 高 く、他 の調 査 に も見 られ るが 、 日本 の学 生 は友 達 関係 に高 い関 心 とエ ネル ギ ー

を さいて い る こ とを伺 わ せ る。

これ らの 意識 調 査 か ら、 日本 の 若年 層 は 自分 と会 社 との 関係 、将 来 の夢 や そ れ を

実 現 す る た め の方 法 につ い て の 学 習 が 具 体 的 な形 で 進 め られ て い な い と考 え られ

る。 少 子 高 令 化 と若 年 層 の意 識 の変 化 を勘 案 す る と、リス クマ ネ ジ メ ン トの観 点 か

ら も、若 年 層 の 教 育 と 自主 的 な キ ャ リア形 成へ の動 機 づ け が重 要 な課 題 とな っ て く

る。
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とこるき生でんし楽を生人

とこる作を達友いよ

とこるす献貢にめたの会社

とこ渇げ上き築を庭家な満円

とこるけ、つもんさくたを金お

とこる得を誉名や位地的会社い高
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第3表 ① および② 「新千年生活 と意識 に関する調査」
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第3表 ②

特 集●若年層の意識の変化とキャリア形成

学校 生活 での重要 こと
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40 60

95



国 際 経 営 フ ォー ラ ムNo.14

楽 しい生活 をしたい

自分の能力 をためす生 き方 をしたい

経済的にゆたか な生活 を送 りたい

社会のために役 に立 ちたい

社 会的 に偉 くな りたい

世 の中 に背 を向 けて も、

自分 な りに生 きたい

別 に これ とい う目的 もな く、 その 日

その 日をの ん きにや って い きたい

自分 の こ とは考 えず 、企業 の

発展 の ため につ くしたい

その他

第4表 働 く目的
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　%

40

「働 くことの意識」 調査 報告書(6月) (財)社 会経済生産性本部

(社)日 本経済青年協議会

3.キ ャ リア教 育 に 関 す る文 部 省 と 日経 連 の 提 言

就労意識 の向上 や奉仕体験活動 に関 して、首相 の私 的諮問機関であ る教育改革 国

民会議 や、 中央教育審議会 にお いて検 討が進 め られ、体験学習等 によって 自分の進

路 について考 え、 目的意識 を持 って学 習 を進 め、個性 を大切 に したキ ャリア形成 、

進路指 導 を行 な う必要がある とい う答 申が出 されてい る。

平成12年6月 に文部省か ら出 され た調査研 究報告 「大学 にお ける学生生活 の充実

方策 について 一学生 の立場 に立 った大学づ くりを目指 して一」 は、大学 における学

生 に対す る指導体制 の充実 と改善方策 をまとめた ものであ る。その中 に、学生が主

体的 にキャ リア形成 に取 り組 める ように支援 する ことの重 要性が記述 されている。

「現代 の学生 の実態
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第5表 学校 に通 う意 義(卒 業 者)

(%)
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「第6回 世界青少年意識調査報告書」(平 成10年12月)総 務庁 青少年対策本部編
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最近のキ ャ ンパ スは、様 々な タイプの学生 であふれ てい る。 しか し、将来の職業

や具体 的 な学修 内容 につい て、明確 な自覚 を持 ってい る学生 は、以前 と比べ る と減

ってい るように思 われる。 む しろ、その ような 自覚 を持 たない まま、いわば 「自分

さが し」 をす るため に大学 に入学 して くる学生が増 えている と考 えられる。

この こ とは、一面で は、豊か な時代 の中で社会 の価値観 の多様化 や就業構造 の変

化 に応 じて、学生が、 自分の将来 を固定 的に捉 えるこ とな く、幅広 く将来の選択肢

を考 える傾 向にある と積極 的 に評価す る こともで きるが、その反面、学生が心 に悩

み を持つ機会 を増大 させ てい る とい う側面 もあ る。」

「教員の意識改革

大学教員 の関心が研究面 に向け られ、学生の教育 に対す る責任が十分 に意識 され

て こなか ったこ との背景 には、大学教育 を受 け る学 生 は一定の能力 を有 してお り、

教員 は 自らの研 究成果 を教授 しさえすれ ば よく、学 ぶ学生 自身が工 夫 して勉強 する

もの とい う大学観が根 強 くあ った ことが考 えられる。

しか し、多様 な学生が入学 して くる現在 の状況下 において 「学生 中心 の大学」づ

くりを進め るため には、教員 自身が まず、正課教育 は もちろんの こ と、正課外教育

も含めた大学生活全般 の中で、学生の人間的 な成長 を図 り、 自立 を促す ため適切 な

指導 を行 ってい くこ とが教員 の基本 的責任 であ る ことを明確 に認識 す る必 要が あ

る。」

「キ ャリア教育 の充実

これか ら社会 に出る学生 に とっては、市場価値の ある能力 を磨 き、変化す る社 会

に対応 で きる可能性 を追求す ることが求 め られる と考 え られ、キ ャリアの形成が重

要 となって くる。

大 学で は学生 に対 して、望 ま しい職業観 や、職業 に関す る知識 ・技 能 を酒養 し、

自己の個性 を理解 した上で、主体 的に進路 を選択 で きる能力 ・態度 を育成す るキャ

リア教育 を、大学の教 育課程全体 の中で、明確 に位置づ けて実施 してい く必 要があ

る。 そのため には、「職業概論」、 「キャ リア形成論」 など学 生の職業意識 の形成 に

資す る授 業科 目の開設や、企業 人な ど外部の講 師 による 「産業論」、「企 業論」 など

実践 的な授 業科 目の導入 など、教育内容 をよ り実務 的 ・実践 的な もの に再編す るこ

とや 、これか らの社 会の中で よ り一層求め られ る、論理性 や ものの見方、 コ ミュニ

ケーシ ョン能力、情報処理能力 な どを重視 した教育課程 を編成 してい くこ とが考 え

られる。 しか し、キ ャ リア教育 の内容 ・方法 について何が望 ましいか とい うことに

つ いての一般的 な答 えはな く、個 々の大学が 自らの状況 に応 じて、学生 が身に付 け
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るべ き能 力 像 を描 き、 そ の達 成 目標 に向 か って い くこ とが重 要 で あ る。」

同 じ頃、 日本経営者団体連 盟教育特別委員会で も、エ ンプ ロイヤ ビ リティを高め

るため に産学連携 による検討 委員会 を設置 し、大学 におけるキ ャリア教育の充実 に

つ い て まとめ 、以下 の ように、大学 にキ ャリアセ ンター を設置 す る こ とを提 言 し

た。

「大学内キ ャリアセ ンターの設置 と機 能の充実

学生が、職業(仕 事)に 関す る さまざまな情報 を得 、そ うした情報 をベ ース に自

分 自身の将来 目標 を考 え、 またその実現 に向けた勉強 を してい くため には、 そ うし

た学生 の活動 を支援 で きる体 制 を大学内 に整 える必要があ る。

単 に就職先情報 の提供のみ な らず、学生の適性 も踏 まえたキ ャリア指 導 を行 うこ

とも必 要 となる。

アメ リカでは、数多 くの大学 にキ ャ リアセ ンターが設置 されてお り、学生 や卒業

生 に対す るキャリア支援活動 を行 ってい るが、我が国の大学 において も広 く設置す

べ きであ る。

大学内 キャ リアセ ンターの役割例 としては、以下の とお りであ る。

① 学生 に対 す るキ ャリアア ドバ イス

(キ ャリア ビジ ョンの設定、 ビジ ョン実現 のための勉 強計画 の作 成支援 な ど)

② 職業適性診 断

③ 就業観 ・勤労観 を醸成す る講座 の企画 ・実施

④ イ ンター ンシ ップのプロモ ーシ ョン

⑤ 企業情報 ・職業情報 の収集 ・提供

⑥ 学生 ・卒業生 に対す る求職活動 の支援

⑦ 産業界(企 業)と の窓口機能 など

4.ア メ リカ と 日本 の キ ャ リア教 育

平 成6年3月 に ワ シ ン トン郊 外 の コ ミュニ テ ィー カ レ ッジ を見 学 した。 そ こ に は

5,000人 の学 生 が い て 、1,000人 が 昼 間 、4,000人 が 夜 間 に通 学 して い た。

昼 間 の学 生 の 中 には 、失 業 して 入学 して 来 る人 もい る。 失 業 した 人 た ち は入 学 直

後 に、 グル ー プ ・エ ンカ ウ ンター(集 団 の場 で心 と心 のふ れ あ い を体 験 す る心 理 プ

ロセ ス)に よっ て、 失 業→ 現 状 の認 識一 再 出 発 に向 って の ア クシ ョンプ ラ ン作 りと

い う プ ロセス が 実行 され て い た。
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夜 間 の学 生 に は、 キ ャ リア ・ア ップや転 職 の た め の能 力 開発 を して い る学 生 が 沢

山 い た。 ア メ リカで は 、 自分 で 勉 強 して資 格 を とっ た り、 本 人 が希 望 す る新 しい職

務 や 職位 につ い て の能 力 を査 定 され てポ ス トが 与 え られ、 給 与 が 決 め られ る。 人事

部 門や企 業 内教 育 へ の依存 度 が 高 い 日本 と異 な り、 本 人 が 主体 的 に キ ャ リア 開発 計

画 を立 て て取 り組 む必 要が あ る。

新 し く入学 して きた学 生 は、 コ ン ピュ ー タ を使 っ て 自分 の適 性 や現 在 の 能力 レベ

ル を把 握 し、 「な りた い 自分 」 に な る ため に、 ど うい う科 目 を学 ぶ べ きか を検 討 す

る。 こ うい う もの に な りた い か ら、 こ うい う能 力 を身 につ け た い か ら、 こ うい う学

科 を学 ぼ う と、 自分 で 学習 計 画 を立 て て カ リキ ュ ラム を作 る。 自分 の キ ャ リア形 成

計 画 にそ って取 得 科 目を決 め 、 そ れが 大 学 の卒 業 単位 に なる 。

自分 が 学 びた い こ と、学 ぶ べ きだ と自分 が 考 える こ とを学 ぶ の で 、 当然 、勉 強 に

も熱 が 入 る よ う にな る。と りわ け夜 間 の学 生 は社 会 で働 い た経験 を持 って い るの で 、

学 び方 が意 欲 的、 効 率 的 にな る。

一 昨 年 の本 学 の地 方 入 試 で 英語 の 問題 の 中 に
、 ア メ リカの大 学 の キ ャ リア ・セ ン

ター の話 が 出 てい た。

ア メ リ カの大 学 に は、 学 生 の キ ャ リア の相 談 に応 じる専 門 の コ ンサ ル タ ン トや カ

ウ ンセ ラ ーが 置 か れ て い る こ とが 多 く、大 学 内 の ガ イ ダ ンス ・セ ン ター や キ ャ リ

ア ・セ ン ター に所 属 して い る。

あ る人 の ケ ース で あ る。高 校 時 代 に は遊 んで ば か りで 、 あ ま り勉 強 に は熱 が 入 ら

な か っ たが 、 卒 業 間 際 にな って大 学 に進 学 して 学 びた い と思 う よ うに な った。 そ こ

で 、大 学 の ガ イ ダ ンス ・カ ウ ンセ ラ ー を訪 ね 、 自分 の現 在 の 状 況 を話 し、進 学 した

い の だが そ の希 望 は可 能 か ど うか を相談 した 。 カ ウ ンセ ラ ー は、青 年 の成 績 表 を見

て、 大学 に進 む学 力 レベ ル で は な い、 す ぐに仕 事 に就 い た方 が よい、 と勧 め た。

家 に帰 って が っ か り して い る彼 を見 て 、両 親 が 心 配 して 「どう した の だ」 と聞 く

の で 、彼 は大 学 に進 学 相 談 に行 った こ とや 、 ガ イ ダ ンス ・カ ウ ンセ ラー に進 学 は無

理 だ と言 われ た こ とを話 す 。す る と、両 親 が 「勉 強 しよ う とい う気 に な っ たの な ら、

私 た ち が い っ し ょに な っ て、君 が進 学 で きる学 校 を探 そ う」 と提 案 す る。 そ して進

学 で きる学 校 が 見 つ か り、大 学 卒 業 後 、 彼 は大 学 の ガ イ ダ ンス ・カ ウ ンセ ラ ー に な

る 、 とい うス トー リー で あ る。 コ ンサ ル テ ィ ングや カ ウ ンセ リ ングが 、 一 人 の 入 の

人生 に大 きな影 響 を及 ぼす こ とが 分 か る。

日本 の大 学 で も、 この数 年 、学 生 の キ ャ リア形 成 を支 援 す る ため に、 キ ャ リ アガ
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イ ダ ンス 、 イ ン ター ンシ ップ、 自己理 解 の ため の 能力 ・適性 テ ス ト、進 路 選択 の参

考 に な る講 座 や 企 業 セ ミナ ー、 「仕 事 と人 生 」 な ど職 業 意 識 の酒 養 を図 るた め の授

業 科 目の 開設 が 続 き、 キ ャ リア デザ イ ン学部 や ラ イ フデザ イ ン学 科 な ど学 部 や 学科

を設 置 す る動 き も出 て きてい る。

高等 学 校 にお け るキ ャ リア支 援 の成 功例 と して 、福 岡県 立 城南 高 校 の ドリカム プ

ラ ンが発 表 され 、大 きな反響 を呼 ん だ。 ドリカ ム(Dreamcometrue)プ ラ ン とは

「高 校 三年 間 は、 自分 の 夢 を実 現 す る ため にあ る」 と高 校 生 活 を明確 に定 義 し、 自

分 の興 味 ・関心 を も とに、生 徒 自身が 自分 の 将来 の設 計 を し、 そ の実 現 に向 けて体

験 を含 む検 討 を進 め つ つ 、 自分 の とるべ き道 を模 索 す る、 その 多面 体 同時 進 行 の 活

動 の総 称(学 校 要覧 か ら)で あ る。

進路 調査 は 、従 来 型 の 「○ ○ 大 学 希 望 」 とい う よ うな もの で は な く、 「十年 、 二

十 年後 の 自分 の 将 来像 」 や 「社 会 へ の 貢 献度 」 な どが 分 か る進路 希望 調査 に な って

お り、 「人 生 の 本 番 に な っ た時 、彼 等 は どん な分 野 で 貢 献 し、 ど う生 きて い くか を

知 るた め の調 査」 と位 置 づ け られ てい る。 ドリカム プ ラ ンを 中心 と した 自己形 成へ

の 支援 に よっ て 、生徒 が希 望 す る大 学 へ の進 学率 が一 挙 に3割 向 上 した と評 価 され

て い る。 目的 意 識 を持 っ て 計 画 的 に学 ぶ こ との重 要性 が 証 明 さ れ た ケ ー ス で あ ろ

う。

5.若 年層の離転職 とその理由

若 年 層 の 離 転 職 の状 況 が 、 「7:5:3」 とい う言 い方 を され る こ とが あ る。 入

社3年 以 内 に、 中学卒 業者 で7割 、高校 卒業 者 で5割 、大 学 卒業 者 の3割 が 退 職 し

て い る とい うこ とで あ る。

雇 用 率 が 悪 化 す る景 気 の下 降期 に は、 自発 的 な退 職 は 一般 的 には抑 制 され るが 、

若 年 層 の場 合 に は第6表 に見 る よ うに離転 職 率 は増 加 して お り、1977年 と1997年 の

年 令 階級 別 「離 ・転 職率 」 をみ る と、 年令 の低 い ほ ど高率 を示 して い る。

「離 ・転 職 率 」 とは 、離 転 職 者 数 を1年 前 の 有 業 者 数 で 除 した もの で あ り、 「離

職 者 」 とは、1年 前 には仕 事 に就 いて い た が 、 そ の仕 事 を辞 め て現 在 は全 く仕 事 に

就 い て な い 者 で あ り、 「転 職 者 」 とは 、1年 前 の勤 務 先 と現 在 の勤 務 先 が 異 な る者

の こ とで あ る。

若 年 層 の離 転 職 の 理 由 は、 「就 業構1造基 本 調 査 」 に よる と、1997年 調査 で は15～

29才 の 男 女 で は 、以 下 の項 が上 位 を占め て い る。
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・労 働 条 件 が悪 か っ たか ら

・収 入 が 少 なか った か ら

・一 時 的 ・不 安 定 な仕 事 だ った か ら

・人員 整 理 ・会社 解 散 ・倒 産 の た め

若 年層 の離 転 職 の理 由 に つ い て 、 労働 省 の 「若 年 者 就 業 実 態 調査 」(1997年 、調

査 対 象 は30才 未 満 の若 年 者21,000人)に よ る と、 「初 め て正 社 員 と して就 職 した 会

社 の主 な離 職 理 由」 は、 次 の よ うで あ る。

仕 事 が 自分 に合 わ な い20.3

そ の他16.1

健 康 上 の 理 由、 家庭 事 情 、結 婚15.2

人 間 関係 が よ くな い13.0

労働時 間 ・休 日 ・休暇の条件 が よ くなか った

賃金 の条件 が よ くなかった

技 能 ・能力が活 かせ なか った

会社 に将来性 がない

10.7

7.9

5.7

5.7

この調 査 に よる と、 「初 め て正 社 員 と して就 職 した会 社 で 最 も重視 した選 択 理 由」

と して、 「仕 事 の 内 容 ・職 種 …34.9%」 と 「自分 の技 能 ・能 力 が活 かせ る…15.2%」

が1位 と2位 に な って い る。

就 職 の 「選 択 理 由」 と 「離職 理 由」 か ら、若 年層 は就 職 先 を規 模 や 知 名 度 で は な

く、仕 事 、技 能 、 能 力 と 自分 との マ ッチ ング を考 えて お り、 キ ャ リア重視 の傾 向 が

出 て きて い る と も考 え られ る。

離 ・転 職 の理 由 を見 る と、就 職 前 に よ く調 べ てお け ば分 る こ と を調 べ て なか った

とい う実 態 も表 れ て い る。 キ ャリ ア形 成 へ の真剣 な取 り組 み に よっ て この 率 は下 げ

る こ とが可 能 だ と思 わ れ る。

若 年層 の離 転 職 率 と関連 の あ る もの と して、 第7表 の 「年 齢 階級 別 非 正 規 雇 用 者

比 率」 を見 る と、パ ー ト、 アル バ イ ト、 嘱託 、 派 遣社 員等 を含 む非 正 規 雇 用 者 の 比

率 が 、 年令 の低 い方 で急増 して い る。非 正 規 雇 用 者 の 仕事 は、一 時 的 ・不 安 定 な も

の も多 く、 一般 的 に労働 条 件 も悪 く、教 育 を受 け る機 会 も少 な く技 能 や 能 力 を高 め

た り発 揮 す る機 会 に恵 ま れ てい ない と思 わ れ る。20代 は、仕 事 の基 礎 的 な能 力 や 職

業観 を形成 す る時 で あ り、 若 年層 の離 転 職 率 の高 ま りは、 キ ャ リア形 成 に重 要 な課

題 を投 げ か け てい る と考 え られ る。
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第6表 年 齢 階 級別 「離 ・転 職 率」(1977、97年)

単位:%

男 女
年齢階級

1977年1997年 増 減 ポ イ ン ト差 1977年1997年 増 減 ポイ ン ト差

年齢計 4.87.12.3 9,713.13.4

15-19歳 12.E34.522.4 11,341,830.5

20-24歳 9,217.07.8 18,923.54.6

25-29歳 5.89.33.5 19,022.73.7

30-34歳 4.16.22.1 10,917.66.7

35-39.. 3.24.10.9 7.2」.2.25.0

40--44歳 2.73.50.8 5.29.44.2

45--49歳 2.23.10.9 4.47.73.3

50-54歳 2.i3.00.3 4.67.22.6

55-59歳 7.88.81.0 5.89.23.4

60歳 以上 8.39.20.9 6.68.11.5

資料出所 総務省統計局 『就業構造基本調査』

第6表 年齢 階級別 「非正規 雇用者比率」(1977、97年)

単位%

男 女
年齢階級

1992年1997年 増 減 ポ イ ン ト差 1992年1997年 増 滅 ポ イン ト差

年齢計 8,910.11.2 37,442.24.8

15-19歳 34,148,314.2 38,660,622.0

20-24歳 17,522,65ユ 17,027,910.9

25-29歳 4.96.71.8 23,126.23.1

30-34歳 2.94.01.1 35,537.82.3

35-39歳 3.23.0▲0.2 44,447.12.7

40-44歳 3.03.20.2 48,650.51.9

45-49歳 3.23.40.2 46,349.63.3

50-54歳 4.13.6f0.5 44ユ47.43.3

55-59歳 8.56.5▲2.0 42,946.43.5

60-65歳 31,731.5▲0.2 49,256.47.2

65歳 以 上 35,338.22.9 43,147.84.7

資料 出所=総 務省統計局 『就業構造基本調査』

若年層の離転職率 は、非正規雇用 を増加 させ ている企業の採用方針 に起 因す る点

も多い と考 え られ る。若年層の能力向上 のために、産 ・官 ・学 一体 となった問題解

決への取 り組 み も必 要 と思 われる。
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6.神 大 経 営 学 部1年 生 の 意 識 と現 状 一 「キ ャ リ ア に 関 す る ア ン ケ ー ト」

か ら。

こ う した 現 実 の下 で 、大 学 生 に キ ャ リア形 成 の重 要性 を認識 させ 、 「な りた い 自

分 」 へ の チ ャ レ ンジ に向 け て動 機 づ け る ため に本 学 部 に おい て は一 年生 後 期 に 「キ

ャ リア形 成論 」 を導 入 した 。講 義 の初 日に実施 した 「キ ャ リア に関 す る ア ンケ ー ト」

が 第8表 で あ る。

問1の 「自分 の将 来 の 職 業(進 路)」 は 、7割 の 人 が 「決 ま って い な い」 状 況 に

あ り、大 学 選 び と将 来 の職 業 が あ ま り結 びつ いて い ない こ とが推 測 され る。

問2の 「自分 の長 所 や 適性 」 につ い て は 、4割 近 い 人 が 「理 解 して い る」 と回答

してい るが 、 「長 所 や 適性 につ い て友 達 と話 し合 う こ とが あ る」(問3)人 は3割 程

度 で 、 進路 や 人生 につ い て大 学 入 学 以前 には友 人 と話 し合 う機 会 が少 なか っ た と考

え られ る。

問4の 「職 業 の種 類 や 内容 につ い て の教 育 」 は 、3割 の 人 が 受 けた と感 じて い る

が 、4割 以 上 の人 が 「ま った く」 「ほ とん ど」 を受 け た こ とが ない 、 と してい る。

問5の 「仕 事 と人 生」 や 「働 くこ との意味 」 につ い て は 、考 え てい る人 が半 数 を

越 えるが 、友 達 と話 し合 う こ とが あ る人 は35%程 度 に と ど まっ て い る(問6)。 「自

分 の長 所 や 適 性 」 と同様 に、 自分 で は考 え始 め て い るが友 人 と話 し合 うまで には な

って い な い ので あ ろ う。

問7の 「職 業 体 験 」 につ い て は、8割 以 上 の 人 が積 極 的 で あ り、仕 事 や 職 業 に対

す る意識 や 関心 は高 い と考 え られ る。

問8で は 、 「これ まで に進 学 以 外 の進 路 や職 業 の 選 択 につ い て指 導 を受 けた こ と

が あ ります か」 と、進 路 指 導 の 経験 を聞 い て い る。 約 半 数 の 人 が 、 「まった く」 「ほ

とん ど」経 験 が な い 、 と答 え て い る。 日本 の学 校 教 育 で は、 進 学指 導 が優 先 され て

い て進 学 を含 め て進 路 全体 を学 ぶ機 会 が 少 ない とい うこ となの で あ ろ うか 。

問9お よび問10で 「職 業 の選 択 や 進 路(就 職 、大 学 院 進 学)」 につ いて 親 や 友 達

と話 し合 っ た こ との あ る人 は半 数 を越 え てい る。 しか し、将 来 の職 業 を考 えて 、学

校 の授 業 計 画 を立 て て い る」(問11)人 は4割 に達 して お らず 、 自分 の進 路 と大 学

生 活 が必 ず し も結 び つ い てい ない こ と を伺 わせ る。

問12の 「イ ン ター ンシ ップ とは何 か」 を 「まっ た く知 ら ない」 人 が 約 半 数 に達 し

てお り、 中学 ・高校 時代 の キ ャ リア教 育 の貧 困 さが感 じられ る。

問13の 「社 会 で活 躍 してい る人 が 如何 に して 自分 の能 力 を高 め て きた か」 につ い

て は、8割 近 い 人 が 「知 りた い」 と回答 して お り、 問15の 「社 会 で活 躍 した 人 の伝
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第8表 キ ャ リア に 関 す る ア ン ケ ー ト

下記 の問い に答 えて くだ さい。回答 の数値 は、次 の レベ ル を考慮 して くだ さい。

5… … とて もそ うであ る4… …か な りそ うで あ る3… … どち らともい え ない

2… … あ ま りそ うで はない1… … まっ た くそ うで はない

回答数=174名(単 位:%)

5 4 3 2 1

1.自 分 の将 来 の職業(進 路)は 、決 まってい ます か。 11.1 19.3 31.6 24.0 14.0

2.自 分 の長 所 や適性 につ て理解 してい る と思 い ます か。 6.4 31.2 43.9 15.0 3.5

3.長 所 や適 性 につ いて友 達 と話 し合 うこ とが あ りますか。 5.0 25.7 34.6 20.7 14.0

4.職 業 の種 類 や 内容 につ い て教 育 を受 け た こ とが あ ります

か。 それ は いつ 頃 で す か。(具 体 的 に 「高校1年 」 とい

うよ うに回答 して下 さい)

10.5 22.2 24.0 18.7 24.6

5.「 仕事 と人 生」 や 「働 くこ との意味 」 につ い て考 え る こ

とが あ りますか。
X7.0 36.4 26.7 14.8 5.1

6.「 仕事 と人生」 や 「働 くこ との意味 」 につ い て友 達 と話

し合 うこ とがあ ります か。
8.0 27.8 26.5 24.5 13.2

7.自 分 の将 来 の職 業(進 路)を 考 え るた め に、職 業 の体 験

(ア ルバ イ ト等)を したい と思 い ます か。
48.0 34.3 9.5 5.3 3.0

8.こ れ まで に進学 以 外 の 進路 や 職 業 の選 択 につ い て指 導 を

受 け た こ とが あ ります か。 そ れ は いつ 頃 で す か。(具 体

的 に 「高 校1年 」 とい うよ うに回答 して下 さい)

13.7 17.9 is 15.5 32.1

9.職 業 の選 択 や進 路(就 職 、大 学 院進 学)に つ い て親 と話

し合 った こ とが あ りますか。
21ユ 1'/ 23.4 10.0 5.3

10.職 業 の 選択 や 進路(就 職 、大 学 院進 学)に つ い て友達 と

話 し合 った ことが あ ります か。
16.3

f

22.7 15.1 7.6

11.将 来 の職 業 を考 えて 、学校 の授 業計 画 を立 て て い ます か 9.5 29.6 36.3 17.3 7.3

12.「 イ ン タ ー シ ップ」 とは 、 何 か 知 って い ます か 。 12.0 i 13.9 15.1 48.2

13.社 会 で 活躍 して い る人 が如 何 に して 自分 の 能力 を高 め て

きたか、進路 を開拓 して行 ったか を知 りたい と思い ますか。
40.6 29.7 14.9 8.0 6.9

14.職 業 の選 択 や進 路(就 職 も大 学 院進 学)の 専 門家 が い れ

ば、相談 したい と思 い ますか。
i・ 34.4 12.8 5.0 5.0

15.社 会 で 活躍 した 人 の伝 記 や 自叙伝 を読 み た い と思 い ます

か 。
16.1 30.5 31.6 13.2 8.6

16.職 業 の選 択 や進 路(就 職 も大 学 院進 学)に つ い て、先 輩

の話 を聞 きたい とお もい ます か。
27.1. 35.9

・.
10.0 8.2

17.職 業 の選 択 や進 路(就 職 も大 学 院進 学)に つ い て、親 の

話 を聞 きた い とお もい ますか。
20.2 23.6 36.0 11.8 8.4

105



国 際 経 営 フ ォー ラ ムNo.14

記 や 自叙 伝 を読 み た い と思 い ます か」 で 「読 み た い」 人 が6割 を越 え て い る こ と と

あ わせ て考 える と、 キ ャ リア教育 や キ ャ リ ア研 修 に伝 記 や 自叙 伝 の感 想 文 を取 り入

れ る こ とが 検 討 され るべ きで あ ろ う。

問14で は 「職 業 の選 択 や 進 路(就 職 、大 学 院進 学)の 専 門家 が い れ ば 、相 談 した

い 」 と答 えた 人 は約8割 に な っ てお り、若 年 層 に とっ て キ ャ リア 開発 の指 導 者 が 強

く求 め られ て い る こ とが分 か る。

問16で は 、職 業 の選 択 や 進 路 につ い て 、 「先 輩 の話 を聞 きたい」 人 も5割 に近 い。

若 年層 は、 キ ャ リア 開発 の 専 門 家 、先 輩 、親 の話 を聞 き、指 導 を受 け た い と願 って

い る と思 わ れ る。 現 在 は、 キ ャ リア につ い て の話 を聞 い た り、指 導 を受 け る機 会 が

少 ない が 、若 年層 はそ う した機 会 を必 要 と してい るの で あ ろ う。

キ ャ リアの形 成 は 、 自己 理 解→ 職業 や社 会 につ いて の 理解 → イ ン ター ンシ ップ等

の 啓発 的体 験 → 「な りたい 自分」 につ い て考 え る→ 学 習計 画(能 力 開発 プ ラ ン)→

実 行→ 反省 と フ ォロー とい うプ ロセ ス で進 め られ る。

キ ャ リア形 成 の 出発 点 は 自己理 解 で あ り、 そ の ため に は本 を読 ん だ り、友 人 と議i

論 した り、 映画 を見 た り して、 自分 が何 に関心 が あ るの か 、何 に共感 す る のか を把

握 し、 深 め て い く必 要 が あ る。 「な りた い 自分 」 に な る た め に、 学 習 計 画 を立 て て

学 ぶ こ と に よ って 張合 い もあ り楽 しみ も出 て くる。 「自分 とは何 か 」、 「ど うい う人

生 を送 りた い の か」、 「どん な 自分 に な りた い の か」、 「どん な勉 強 を した い と思 うの

か 」 を 自問 自答 しつつ 、学 生 自 らが 自分 の夢 を実 現 す る ため に学 生生 活 を有 意 義 な

もの に して い くの を支援 、指 導 す る こ とが 「キ ャ リア形 成 論 」の授 業 の 目的 で あ る。

出来 るだ け多 くの ヒ ン トや きっか け を提 供 した い と考 えて い る。

学 期 末 に同 一 の 設 問 で行 った 「キ ャ リア に関 す る ア ンケ ー ト」 で は、 「自分 の 将

来 の 職 業(進 路)」 、 「自分 の 長 所 や 適 性 につ い て の 理 解 」、 「イ ン タ ー ン シ ッ プ と

は?」 な ど大 幅 に数 値 が 向上 した もの が あ る一 方 で 、 「仕 事 と人生 」 や 「働 くこ と

の意 味 」 につ い て は期 待 した ほ ど数 値 が伸 び な か っ た。 「生 涯 発 達 に関す る理 論 」、

「変 化 の時代 に社 会 が 求 め るエ ンプ ロ イ ヤ ビ リテ ィ」、 「個 人史 の研 究 」、 「自己分 析

に 関す る ワー ク シ ョップ」 な ど授 業項 目 ご との学 生 に よ る評 価 を参 考 に しなが ら、

講 義 内容 や 方 法論 につ い て改 善 を進 め 、 若年 層 の 能力 開発 の視 点 か ら見 た リス クマ

ネ ジ メ ン トにつ い て研 究 を進 め て行 こ う と考 えて い る。

以 上
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